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お母さんあてに残された書き置きには、

「二度と戻らないかもしれませんが、許してください」

と一行だけ書いてあった。書き物に取り組み続けていたお父さんが、悩みすぎて、お母さんに届けるべき言葉も失っていたのだった。

給媽媽的便條紙上只寫著一行「我可能不會再回來了，請原諒我」。
一心一意只想寫好文章的爸爸，由於過於煩惱，就連該留給媽媽的話都忘了。
→不好翻
書き置きを読んだお母さんは数日の間泣いてすごしたが、ある日、もちおとくまに引っ越しを宣言した。

お母さんは都内某所のおサルのマンションに引っ越した。

おサルのマンションにはおサルさんばかりがたくさん暮らしていたが、管理人だけは人間で、お母さんは「管理人であっても、人間がおサルのマンションで暮らしている以上、わたしが入居してもおかしくないはず」と、強引に交渉し、ついに入居を勝ち取った。
看了便條紙的媽媽，連續哭了好幾天。可是就在某一天，媽媽跟魔奇歐還有熊熊說她決定要搬家。

後來搬往東京都內某棟猴子公寓。
猴子公寓裡住了許多猴子，但唯獨管理員是人類，所以媽媽抓住這點，強硬的說：「因為有人類的管理員在，所以就算人類住進來，應該也不奇怪才是」。就這樣，最後媽媽順利取得居住權。
→不好翻
もちおとくまとお母さんは、三人でおサルのマンションに引っ越した。

お父さんが家出してからというもの、人間と付き合いがすっかり嫌になってしまったお母さんは、子猫の美容室で、猫の美容師さんに髪を切ってもらい、雀のクリーニングで服を洗ってもれい、イルカの医者に検査をしてもらったり、子犬のスーパーで犬の店員さんからバナナを買って、近所のおサルさんに配ったりした。

時々は足を延ばして、プレーリードッグのコンビ二へ出かけ、動物の雑誌を買い、もちおとくまとの三人で雑誌を読んだ。
於是魔奇歐、熊熊跟媽媽三人，順利搬進了猴子公寓。

爸爸離家出走後，媽媽變得不喜歡與人來往，所以就去了小貓咪髮廊，給貓咪設計師剪頭髮、去麻雀乾洗店洗衣服、去給海豚醫生看病等等、也會去小狗超市跟狗狗店員買香蕉，並分送給附近的猴子鄰居。
有時候也會走遠一點，去土撥鼠便利商店逛逛。買了動物雜誌，於是三人一起讀了起來。
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雑誌には、猫教授が教える、嫌な人間との距離のとり方、ネズミ博士監修、ネズミ捕りの巧妙な避け方、ライオン先生が教える、百獣の王と呼ばれ続ける秘訣などが書かれたあって、お母さんは興味深そうにそれらの記事を読んだ。
雜誌的內容有，貓教授教導如何與討厭的人類保持距離，還有老鼠博士所監修的如何巧妙的躲過捕鼠器，還有獅子老師傳授如何繼續保持百獸之王稱呼的秘訣……等等。媽媽非常有興趣地讀著那些文章。

数日間、動物の世界で楽しくすごしたお母さんは、すっかり元気を取り戻し、仕事へ出かけるようにもなった。
這幾天，媽媽在動物的世界裡過得非常開心，重新振作了起來，恢復以往開始出門工作。
→容易被日文原文影響，想了很久中文要怎麼翻才會比較順。
仕事へ復帰する前日、お母さんはもちおと一緒に千駄ヶ谷のカフェへ出かけた。
在媽媽重返崗位的前一天，魔奇歐與媽媽一起去了千駄谷的咖啡廳。

→’’崗位’’一詞恰不恰當?
お母さんが言うには、お母さんとお父さんともちおは三人揃っていてバランスが取れている。だから、家族としてやっていける。お父さんが出奔してしまった今となっては、家族として成り立たない。だから、もちおは、元いた千駄ヶ谷のカフェに帰るのが一番いいということだった。くまは、まだ小さいので、とても放っておけないが、いずれは、くまも自分の物語とミッションを見つけなければならない。もちおはもう成長してきたので、今日から自分のミッションを見つけなおして、自分の物語を作っていってほしい。ということだった。
媽媽說，因為有她跟爸爸跟魔奇歐我們三個人來維持平衡，所以才可以組成一個家庭。但是現在爸爸不在了，所以沒辦法組成一個家庭。所以我覺得魔奇歐回到千駄谷的咖啡廳，對你是最好的。至於熊熊，他還小，我實在是放心不下他。不過總有一天，熊熊也必須找出屬於自己的任務和故事。魔奇歐已經長大了，我希望從今天開始，魔奇歐能重新找出屬於自己的任務，製作屬於自己的故事。
→’’バランスが取れている’’不知該不該取捨。中文感覺很少會這樣表達。
カフェのマスターは、もちおが帰ってきてくれることは嬉しいので、引き取ると約束した。もちおは千駄ヶ谷のカフェへ帰った。
咖啡廳的老闆，非常開心魔奇歐回到店裡來，便答應領養魔奇歐。於是魔奇歐又重回到了千駄谷的咖啡廳。
→’’引き取る’’在這邊不確定是不是領養的意思。
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千駄ヶ谷のカフェは落ち着くし、もちおはこのお店に座り続けることもさして苦痛ではなかった。もちおに会いたくて来ていた、古いお客さんたちが、もちおが帰ってきたことを知ると大勢押しかけてきて、カフェには賑やかさが戻ってきた。もちおはお母さんとお父さん、くまのことを日々考え、再び一緒に暮らしたいと思ったが、失ってしまったことをいつまでも考えたのでは、自分が辛いだけだと思い、なるべく、現状を受け入れ、日々を楽しむように心がけた。
魔奇歐回到千駄谷的咖啡廳也比較放鬆，一整天待在店裡也不再像以往那樣難受。一心想再看到魔奇歐的老顧客們，一得知消息馬上蜂擁而至，因此也讓咖啡廳又充滿往常的熱鬧氣息，魔奇歐日日夜夜都在回想跟爸爸、媽媽和熊熊一起生活的那段日子，心想著希望能再跟他們住在一起，但是，卻又覺得都已經失去了再怎麼想念也只是難過而已，最重要的還是盡快習慣現在的生活，愉快的度過每一天才是。
→日文沒有句點，不知道怎樣分段比較正確
新しい、満ち足りた日々を送れるはずだったが、そんな日々も二年ほどしか続かなかった。アルバイトの女の子が、正式に企業に就職することになり、アルバイトを辞めることになった。
本該是充實的過著全新的生活才對，但是這樣美好的日子卻只持續兩年左右，原本在店裡打工的女生，被其他公司正式錄取之後也辭職了。
この二年間で、凄まじく店が繁盛したので、マスターには貯金が十分にあったし、一人で店を切り盛りしていく気も失せて、新しいアルバイトを雇うのも面倒だと思ったので、店を閉めることにした。
在這兩年內，老闆也因為店裡的生意興隆賺得荷包滿滿，要他一個人單獨經營這家店的鬥志也消失了，而且要重新僱用新員工更覺得麻煩，最後乾脆決定把店收起來。
伊豆の高齢者マンションに入居して、暢気な余生を送ることにした。
老闆決定入住伊豆的老年人公寓，悠閒的度過晚年生活。
もちおの身の振り方に悩んで末、マスターはもちおをインターネットオークションに出すことにした。
卻又煩惱著魔奇歐的未來，最後決定將魔奇歐放到網路上拍賣掉。
オークションの方が、真剣にもちおと暮らしたいと思っている人の手に渡りやすいとマスターは考えた。より真剣な人が、より高値をつけるに違いないからだ。
 老闆認為在網路拍賣上，越是真心愛魔奇歐的人，照理來說應該會出高價來買走他。一定是非常認真想要跟魔奇歐一起生活，所以可以安心交給買方才是。

→日文意思懂，但是不知道該怎樣用中文表達出來比較好理解
もちおは、写真入りでネットオークションに出された。
魔奇歐的相片和資料被放到網路拍賣上。
パソコンの画面上に映る、もちおの人を放ってはおかない魅力が人々を虜にし、もちおの価格はあれよあれよという間に上昇していった。
看著電腦上的畫面，魔奇歐的魅力讓每個人的心中都有股無法放任不管的心情，霎時魔奇歐的價格不斷得持續上升。
→應該是說瞬間的意思吧?
難しかったところ：綠色的地方

